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は
じ
め
に
 
 
 

頓
阿
の
歌
論
書
『
井
蛙
抄
』
に
は
、
宗
等
親
王
詠
歌
が
二
十
七
（
重
複
一
、
実
数
 
 

二
十
六
）
苫
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
十
六
首
は
、
『
文
応
三
百
首
』
に
収
め
ら
 
 

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
文
応
三
百
首
』
諸
伝
本
の
中
に
は
、
「
宮
内
卿
資
平
」
の
「
十
月
六
日
」
付
け
 
 

の
加
点
依
頼
状
を
付
す
も
の
が
あ
る
。
源
安
平
が
宮
内
卿
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
正
 
 

元
元
（
一
二
五
九
）
年
八
月
七
日
か
ら
弘
長
元
（
一
二
六
こ
年
三
月
二
十
七
日
ま
 
 

で
で
あ
り
、
遅
く
と
も
、
文
応
元
（
一
二
六
〇
）
年
十
月
六
日
に
は
『
文
応
三
百
首
』
 
 

は
成
立
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
文
応
元
年
に
は
成
立
し
て
い
た
『
文
応
三
百
首
』
は
、
宮
内
卿
源
 
 

資
平
か
ら
藤
原
為
家
に
加
点
の
依
頼
が
あ
っ
た
ほ
か
、
同
時
代
の
複
数
の
歌
人
に
よ
 
 

り
合
点
が
付
さ
れ
た
。
現
存
伝
本
は
、
こ
の
点
者
に
差
異
が
あ
り
、
歌
本
文
に
つ
い
 
 

て
も
差
異
の
あ
る
も
の
が
多
い
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
伝
本
の
歌
本
文
の
差
異
を
中
心
 
 

（
1
）
 
に
分
類
整
理
を
試
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
近
世
期
の
書
写
に
か
か
る
諸
本
を
平
面
 
 

、
■
 
 

的
に
分
類
整
理
し
、
小
林
強
氏
の
提
示
し
て
お
ら
れ
る
伝
本
分
類
と
の
遠
い
を
考
察
 
 

し
た
に
過
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
『
井
蛙
抄
』
所
載
の
『
文
応
三
百
首
』
 
 

歌
の
本
文
を
吟
味
し
、
本
文
の
流
伝
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
た
い
。
『
文
応
三
百
首
』
 
 

よ
り
、
お
よ
そ
百
年
後
に
成
立
し
た
『
井
蛙
抄
』
に
お
い
て
、
『
文
応
三
百
首
』
歌
 
 

の
本
文
が
ど
う
い
っ
た
本
文
で
あ
る
か
と
い
う
点
を
指
摘
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
 
 

本
文
の
流
伝
を
述
べ
る
と
い
う
方
法
を
と
る
。
 
 
 

宗
等
親
王
『
文
応
三
百
首
』
の
流
伝
に
つ
い
て
 
 

－
 
『
井
蛙
抄
』
所
載
本
文
を
手
懸
り
と
し
て
 
ー
 
 

佐
藤
 
智
広
 
 

初
め
に
、
『
文
応
三
百
首
』
諸
伝
本
を
旧
稿
の
私
の
分
類
に
従
い
提
示
す
る
。
ゴ
 
 

シ
ッ
ク
体
は
本
稿
に
お
け
る
略
号
、
＊
は
旧
摘
発
表
後
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

A
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
春
海
文
庫
蔵
本
（
春
海
）
 
 

・
内
閣
文
庫
蔵
甲
（
二
〇
一
二
二
二
六
）
本
（
内
甲
）
 
 

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
甲
（
二
」
ハ
」
ハ
・
四
）
本
（
手
甲
）
 
 

・
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
本
（
山
岸
）
 
 

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
乙
（
二
六
」
ハ
・
讐
一
一
）
本
（
‡
乙
）
 
 

・
内
閣
文
庫
蔵
乙
（
二
〇
一
二
二
五
七
）
本
（
内
乙
）
 
 

B
・
神
宮
文
庫
蔵
本
（
神
宮
）
 
 
 

＊
安
井
久
善
氏
蔵
本
（
安
井
）
 
 

・
名
古
屋
大
学
図
書
館
皇
学
館
文
庫
蔵
本
（
名
皇
）
 
 

・
大
阪
市
立
大
学
図
書
館
森
文
庫
蔵
本
（
阪
森
）
 
 

C
・
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
本
（
筑
波
）
 
 

・
宮
城
県
立
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
（
伊
達
）
 
 

D
・
島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
（
松
平
）
 
 

・
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
蔵
本
（
中
川
）
 
 

・
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
早
大
）
 
 

・
岡
山
大
学
図
書
館
池
田
文
庫
蔵
本
（
池
田
）
 
 

・
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本
（
初
雁
）
 
 

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
古
義
堂
文
庫
蔵
本
（
舌
義
）
 
 

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
丙
（
五
〇
㌻
八
九
四
）
本
（
手
丙
）
 
 
 

＊
樋
口
芳
麻
呂
氏
蔵
甲
（
『
歌
書
 
五
』
所
収
）
本
（
樋
甲
）
 
 
 

＊
島
根
大
学
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵
本
（
桑
原
）
 
 

E
・
樋
口
芳
麻
呂
氏
蔵
乙
（
『
点
取
和
歌
矯
衆
』
所
収
）
本
（
樋
乙
）
 
 

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
（
天
理
）
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書
丙
・
機
甲
・
桑
原
）
グ
ル
ー
プ
諸
本
、
（
み
雪
つ
も
れ
り
）
と
あ
る
の
は
E
G
グ
 
 

ル
ー
プ
諸
本
で
あ
る
。
γ
は
D
グ
ル
ー
プ
諸
本
が
二
分
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
 
 

る
。
お
そ
ら
く
第
四
句
（
冬
野
を
広
瑚
）
と
の
繋
が
り
で
「
み
」
を
加
え
て
し
ま
っ
 
 

た
本
文
が
D
グ
ル
ー
プ
に
現
れ
、
次
い
で
、
連
体
止
め
に
不
審
を
感
じ
て
「
る
」
を
 
 

「
り
J
に
改
変
し
た
E
G
グ
ル
ー
プ
本
文
が
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
書
写
 
 

段
階
の
誤
写
・
意
故
に
よ
る
本
文
の
変
化
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

結
果
、
『
井
蛙
抄
』
と
α
β
γ
す
べ
て
の
本
文
が
合
致
す
る
の
は
、
A
B
C
と
D
 
 

の
一
部
（
池
田
・
初
雁
・
音
義
）
の
本
文
で
あ
り
、
α
と
γ
に
つ
い
て
は
『
井
蛙
抄
』
 
 

と
合
致
す
る
本
文
が
本
来
の
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
井
蛙
抄
』
の
本
文
と
合
致
す
る
の
は
、
A
B
C
グ
 
 

ル
ー
プ
諸
本
の
本
文
と
結
論
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

二
 
 
 

前
節
の
結
果
を
ふ
蓋
え
、
本
節
で
は
、
別
の
点
か
ら
、
『
井
蛙
抄
』
と
『
文
応
三
 
 

百
首
』
と
の
繋
が
り
を
検
討
し
た
い
。
 
 
 

『
井
蛙
抄
』
巻
三
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
 
 

中
務
卿
親
王
御
歌
云
 
 

音
羽
山
花
咲
ぬ
ら
し
相
坂
の
閑
の
こ
な
た
に
1
ほ
ふ
善
か
ぜ
 
 

民
部
卿
云
毎
句
花
屋
返
々
か
く
こ
そ
作
た
く
候
へ
、
珍
重
〃
〃
 
 

集
散
を
と
は
山
音
に
聞
つ
ゝ
逢
坂
の
関
の
こ
な
た
に
年
を
ふ
る
哉
 
 

私
云
此
御
歌
本
歌
己
孝
二
二
句
■
、
殊
有
〓
称
美
之
詞
一
、
可
レ
謂
二
不
 
 

審
。
 
 

九
条
前
内
府
被
レ
付
レ
詞
云
、
本
歌
に
似
通
候
欺
、
古
歌
之
句
有
所
、
 
 

及
〓
三
句
一
為
二
同
所
一
着
、
先
達
中
二
無
念
之
由
一
候
欺
。
 
 
 

春
草
詠
歌
を
「
民
部
卿
（
藤
原
為
家
）
」
が
褒
め
た
の
に
対
し
て
、
頓
阿
が
私
見
 
 

を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
頓
阿
は
、
宗
尊
詠
歌
が
本
歌
の
『
古
今
集
』
歌
と
三
句
同
じ
 
 

詞
を
同
じ
句
に
用
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
為
家
が
「
称
美
之
詞
」
を
付
す
こ
 
 

と
を
「
不
審
」
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
自
説
を
補
強
す
る
た
め
に
 
 

「
九
条
前
内
府
（
基
家
）
」
の
評
詞
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
頓
阿
は
九
条
基
家
の
評
 
 

詞
を
見
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
頓
阿
が
依
拠
資
料
と
し
た
F
文
応
三
吉
首
』
に
は
、
 
 

藤
原
為
豪
∵
九
条
基
豪
雨
者
の
評
詞
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

九
条
基
家
の
評
詞
を
有
す
る
伝
本
は
、
A
B
グ
ル
ー
プ
全
体
と
D
早
大
で
あ
る
。
 
 

こ
の
う
ち
早
大
は
、
本
文
校
訂
に
A
グ
ル
ー
プ
伝
本
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
本
文
校
 
 

訂
の
際
に
、
本
来
D
グ
ル
ー
プ
伝
本
に
は
な
か
っ
た
部
分
（
例
え
ば
D
グ
ル
ー
プ
共
 
 

通
の
欠
脱
歌
や
点
者
注
記
な
と
）
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
基
家
の
評
詞
も
同
株
に
書
 
 

き
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
頓
阿
の
依
拠
資
料
の
よ
う
に
、
本
来
、
基
家
の
評
詞
が
 
 

あ
っ
た
の
は
、
A
B
グ
ル
ー
プ
諸
本
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
 
 
 

次
に
頓
阿
の
手
を
経
た
痕
跡
の
あ
る
兵
書
を
指
摘
す
る
。
A
春
海
は
、
中
院
通
勝
 
 

が
禁
裏
に
伝
わ
る
本
を
借
り
出
し
、
息
子
通
村
に
書
写
さ
せ
た
本
で
あ
る
。
こ
の
本
 
 

に
は
、
 
 

本
云
此
御
歌
先
年
書
写
之
処
、
為
レ
人
被
二
倍
失
一
之
聞
、
尋
二
道
本
一
書
レ
之
畢
 
 

頓
 
 
阿
 
 

と
い
う
本
奥
善
が
あ
る
。
こ
の
本
奥
書
を
有
す
る
の
は
、
A
B
全
本
と
C
筑
波
、
D
 
 

早
大
、
F
朔
従
で
あ
る
。
C
筑
波
は
、
B
グ
ル
ー
プ
と
の
校
合
に
よ
り
、
頓
阿
の
奥
 
 

書
も
と
り
こ
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
D
早
大
も
基
家
の
評
詞
同
様
、
A
グ
ル
ー
プ
伝
 
 

本
に
あ
る
頓
阿
の
本
奥
苔
を
書
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
F
類
従
も
早
大
の
よ
 
 

う
な
経
緯
を
経
た
合
成
本
文
と
見
ら
れ
る
。
本
稿
に
直
接
関
わ
る
こ
と
で
は
な
い
の
 
 

で
、
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
類
従
は
、
D
‡
丙
・
機
甲
・
桑
原
と
の
み
歌
将
に
お
 
 

（
7
ニ
 
い
て
合
致
す
る
。
本
文
に
お
い
て
も
、
こ
の
伝
本
と
の
み
合
致
す
る
例
（
前
節
例
3
 
 

α
参
照
）
が
あ
る
。
且
つ
、
A
グ
ル
ー
プ
諸
本
の
本
文
と
の
み
合
致
す
る
例
も
類
従
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に
は
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
F
類
従
は
D
と
A
の
伝
本
を
合
わ
せ
た
も
の
と
判
 
 

断
で
き
、
よ
っ
て
、
類
従
に
見
ら
れ
る
頓
阿
の
本
奥
書
は
、
A
グ
ル
ー
プ
伝
本
か
ら
 
 

取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
文
応
三
百
首
』
諸
本
 
 

に
お
い
て
、
頓
阿
の
本
奥
書
を
本
来
有
す
る
 
－
 
校
合
の
際
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
 
 

で
は
な
い
 
－
 
の
は
、
A
B
グ
ル
ー
プ
諸
本
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
頓
阿
が
資
料
と
し
て
用
い
た
『
文
応
三
百
舌
』
は
、
 
 

A
B
グ
ル
ー
プ
を
遡
る
一
本
で
あ
り
、
頓
阿
の
手
を
経
た
痕
跡
が
、
近
世
期
写
本
に
 
 

遺
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
 
 

三
 
 
 

頓
阿
の
『
井
蛙
抄
』
と
繋
が
り
の
認
め
ら
れ
る
伝
本
は
、
本
文
の
点
か
ら
A
B
C
 
 

グ
ル
ー
プ
、
形
態
の
上
か
ら
A
B
グ
ル
ー
プ
と
判
明
し
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
『
井
蛙
抄
』
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
看
過
で
き
な
い
問
題
点
が
一
つ
 
 

あ
る
。
そ
れ
は
『
文
応
三
百
普
』
諸
伝
本
に
お
い
て
、
藤
原
為
家
の
評
詞
の
位
置
が
 
 

一
箇
所
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、
差
異
の
あ
る
部
分
を
、
春
海
と
松
平
の
本
文
で
 
 

示
す
。
な
お
、
こ
れ
は
新
編
国
歌
大
観
番
号
三
六
二
二
七
番
に
あ
た
る
。
 
 
 

（
春
海
）
 
い
ま
う
ふ
る
若
木
の
桜
花
さ
か
ば
こ
の
春
よ
り
や
人
の
ま
た
れ
ん
 
 

毎
句
花
菱
、
返
々
か
く
こ
そ
候
た
く
候
へ
。
珍
重
候
ノ
＼
。
 
 

を
と
は
山
花
さ
き
ぬ
ら
し
相
坂
の
閑
の
こ
な
た
に
ゝ
ほ
ふ
は
る
か
ぜ
 
 

〔
本
歌
に
似
過
候
欺
。
古
歌
句
之
在
所
及
こ
三
句
同
所
一
着
、
先
 
 

達
中
二
無
念
之
由
候
欺
。
〕
 
 

（
〔
 
〕
内
朱
書
）
 
 
 

（
松
平
）
今
こ
ふ
る
若
木
の
桜
花
咲
ば
こ
の
春
よ
り
や
ひ
と
の
ま
た
れ
ん
 
 

音
羽
山
花
咲
ぬ
ら
し
逢
坂
の
せ
き
の
こ
な
た
に
に
ほ
ふ
春
風
 
 

毎
句
花
麗
、
か
く
こ
そ
有
た
く
候
へ
。
珍
重
〃
〃
。
 
 
 

『
井
蛙
抄
』
に
よ
れ
ば
、
第
二
節
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
「
音
羽
山
」
の
歌
に
、
為
 
 

A
 
 
 

A
B
グ
ル
ー
プ
は
、
『
井
蛙
抄
』
と
為
家
の
評
詞
の
位
置
が
男
な
り
、
D
E
F
G
 
 

グ
ル
ー
プ
は
、
『
井
蛙
抄
』
に
あ
る
基
家
の
評
詞
が
な
い
の
で
あ
る
。
唯
一
、
『
井
 
 

蛙
抄
』
の
形
と
合
致
す
る
の
は
早
大
で
あ
る
が
、
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
A
グ
 
 

ル
ー
プ
に
あ
る
基
家
の
評
詞
を
書
き
加
え
た
た
め
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
間
題
の
部
分
は
、
頓
阿
が
為
家
の
評
詞
に
対
し
て
不
審
を
抱
い
た
箇
所
で
も
 
 

あ
る
。
頓
阿
は
自
ら
の
属
す
る
二
条
派
の
祖
で
あ
る
為
家
の
評
詞
に
つ
い
て
、
こ
の
 
 

部
分
の
評
詞
に
つ
い
て
の
み
不
審
を
抱
き
、
反
御
子
左
派
の
基
豪
の
評
詞
を
補
説
と
 
 

し
た
。
頓
阿
に
と
っ
て
、
為
豪
の
「
称
美
之
詞
」
が
「
音
羽
山
」
の
歌
に
付
さ
れ
る
 
 

の
は
本
歌
取
と
い
う
点
か
ら
理
解
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
頓
阿
の
師
で
あ
り
、
為
家
の
孫
で
あ
る
二
条
為
世
は
、
頓
阿
と
異
な
 
 

る
評
価
を
、
こ
の
「
音
羽
山
」
の
歌
に
与
え
て
い
る
。
嘉
元
元
（
一
三
〇
三
）
年
奏
 
 

覧
の
、
第
十
三
代
勅
撰
集
『
新
後
撰
和
歌
集
』
は
、
二
条
為
世
の
単
独
撰
で
成
立
し
 
 

た
が
、
こ
の
集
に
「
音
羽
山
」
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
文
応
三
百
首
』
 
 

か
ら
採
ら
れ
た
歌
は
、
「
音
羽
山
」
歌
も
含
め
て
四
首
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
『
文
 
 

応
三
百
首
』
に
お
い
て
為
家
の
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
 
 
 

豪 
の 
る 
「毎 

句花農 
… 

…」 
、 

基家 

の 
「 
本 
歌 
に 
似 
通 
候 
歎 
… 
… 
」 
の評 
評 詞 
が 
付 
さ 
れ  
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『
新
後
撰
集
』
巻
四
、
三
四
〇
 
（
『
文
応
三
百
首
』
一
三
四
）
番
歌
 
 

要
は
ら
ふ
夕
凪
わ
た
る
さ
さ
の
糞
の
太
山
さ
や
か
に
い
づ
る
月
か
げ
 
 

は
、
『
文
応
三
百
首
』
に
お
い
て
 
 

た
ゞ
か
様
に
や
す
ら
か
に
う
つ
く
し
う
こ
そ
あ
り
た
く
候
ら
へ
。
（
春
海
）
 
 

と
い
う
為
家
の
評
詞
が
付
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。
為
家
の
歌
風
を
継
く
二
条
歌
学
に
お
 
 

い
て
、
二
条
為
世
は
為
家
の
言
う
「
や
す
ら
か
に
う
つ
く
し
」
 
い
歌
を
採
っ
た
の
で
 
 

あ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
て
、
「
音
羽
山
」
の
歌
に
本
来
、
為
家
の
評
詞
「
毎
句
花
 
 

（
占
）
 
 

麗
…
…
」
も
付
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

頓
阿
の
奥
書
を
本
奥
書
と
す
る
A
B
グ
ル
ー
プ
諸
本
は
、
「
毎
句
花
産
…
・
‥
」
の
 
 

為
家
の
評
詞
を
「
今
植
う
る
」
の
歌
に
付
す
。
『
文
応
三
百
首
』
諸
本
に
お
い
て
、
 
 

為
家
の
評
詞
の
位
置
が
異
な
る
の
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
注
目
し
て
よ
 
 

い
。
評
詞
の
有
無
、
評
詞
本
文
の
差
異
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
諸
本
に
差
異
が
あ
る
 
 

が
、
評
詞
の
位
置
が
大
き
く
二
つ
に
対
立
す
る
の
は
こ
の
叫
例
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
 

し
か
も
、
そ
の
評
詞
の
位
置
を
誤
る
と
見
ら
れ
る
の
が
、
頓
阿
の
本
奥
書
を
有
す
る
 
 

A
B
グ
ル
ー
プ
諸
本
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

二
条
為
世
門
の
四
天
王
の
一
人
で
あ
る
頓
阿
は
、
為
家
の
評
詞
に
つ
い
て
、
こ
の
 
 

部
分
の
み
を
「
不
審
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
頓
阿
の
本
奥
書
を
有
す
る
二
グ
ル
ー
プ
 
 

は
、
為
家
の
評
詞
の
位
置
を
誤
る
。
こ
れ
は
、
目
移
り
等
に
よ
る
書
写
上
の
誤
り
で
 
 

は
な
く
、
頓
阿
の
「
不
審
」
を
根
拠
と
し
た
、
頓
阿
及
び
そ
の
周
辺
人
物
に
よ
る
意
 
 

図
的
な
改
変
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
匂
 
 

お
わ
り
に
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
『
井
塵
抄
』
と
関
わ
り
の
あ
る
『
文
応
三
青
首
』
の
本
文
及
び
 
 

伝
本
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
A
B
C
の
三
グ
ル
ー
プ
が
合
致
 
 

す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
頓
阿
の
目
に
し
た
『
文
応
三
百
首
』
に
は
九
条
基
豪
の
 
 

評
詞
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
A
B
二
グ
ル
ー
プ
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
た
。
 
 

さ
ら
に
、
こ
の
頓
阿
と
関
わ
り
の
深
い
A
B
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
の
伝
本
が
、
頓
阿
 
 

の
「
不
審
」
と
し
た
部
分
の
評
詞
の
位
置
を
誤
り
（
意
改
）
と
す
る
と
考
え
た
。
こ
 
 

の
こ
と
か
ら
、
本
文
の
点
で
合
致
す
る
こ
と
の
多
い
A
B
C
グ
ル
ー
プ
中
、
C
グ
ル
 
 

ー
プ
は
頓
阿
と
の
関
わ
り
が
な
く
、
A
B
の
み
が
『
井
蛙
抄
』
の
資
料
と
な
っ
た
本
 
 

か
ら
派
生
し
た
伝
本
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

A
B
グ
ル
ー
プ
は
、
若
干
本
文
に
差
異
が
あ
り
、
歌
順
・
内
題
も
異
な
り
が
認
め
 
 

（
9
）
 
 

ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
差
異
が
頓
阿
の
手
を
経
て
以
後
ど
の
時
点
で
起
こ
っ
 
 

た
の
か
は
、
現
段
階
で
は
厳
密
に
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
両
グ
ル
ー
プ
と
も
、
 
 

頓
阿
が
E
に
し
、
『
井
蛙
抄
』
の
依
拠
資
料
と
な
っ
た
現
存
し
な
い
伝
本
か
ら
後
代
 
 

に
派
生
し
た
諸
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

近
世
期
に
転
写
さ
れ
た
伝
本
を
も
と
に
、
『
文
応
三
百
首
』
が
中
世
に
お
い
て
ど
 
 

の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
を
考
察
し
て
き
た
。
本
稿
で
l
ょ
そ
の
一
面
 
 

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
『
井
蛙
抄
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
A
B
グ
 
 

ル
ー
プ
は
『
井
蛙
抄
』
の
依
拠
資
料
と
な
っ
た
と
想
定
す
る
伝
本
と
近
く
、
結
果
、
 
 

『
文
応
三
百
首
』
成
立
後
、
約
百
年
下
る
一
三
三
〇
年
頃
ま
で
滴
る
こ
と
の
で
き
る
 
 

本
文
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
A
B
グ
ル
ー
プ
本
文
と
近
い
C
グ
ル
ー
プ
は
、
頓
阿
 
 

と
の
関
わ
り
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
同
じ
よ
う
に
時
代
を
潮
り
う
る
本
文
を
有
す
 
 

る
。
本
稿
で
は
、
D
E
G
グ
ル
ー
プ
の
本
文
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
 
 

っ
た
。
A
B
C
グ
ル
ー
プ
の
み
な
ら
す
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
を
も
視
野
に
入
れ
 
 

つ
つ
、
『
文
応
三
百
首
』
の
本
文
の
流
伝
に
つ
い
て
更
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。
 
 

《
付
言
》
 
『
井
蛙
抄
』
並
び
に
『
文
応
三
百
首
』
の
、
貴
重
な
御
所
蔵
書
の
閲
覧
、
 
 

及
び
複
写
を
御
許
可
下
さ
っ
た
所
蔵
機
関
各
位
に
、
深
く
お
礼
申
し
上
け
ま
す
。
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［
注
］
 
 

（
1
）
拙
稿
「
宗
等
親
王
『
文
応
三
百
首
』
伝
本
分
類
私
考
」
 
（
『
筑
波
大
字
平
家
部
会
 
 

論
集
』
五
集
、
平
成
七
年
一
一
月
、
筑
波
大
学
平
家
部
会
）
 
 

（
2
）
 
『
新
編
国
歌
大
観
 
第
十
巻
』
 
（
平
成
四
年
、
角
川
書
店
）
所
収
「
宗
尊
三
百
首
」
 
 

解
題
。
井
上
宗
雄
氏
・
兼
築
信
行
氏
∵
小
林
強
氏
の
共
同
執
筆
で
あ
る
が
、
「
主
 
 

と
し
て
」
小
林
氏
が
作
成
し
た
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
以
下
、
小
林
氏
と
あ
る
の
 
 

は
、
す
べ
て
同
解
題
。
 
 

（
3
）
 
『
松
平
文
庫
影
印
叢
書
 
第
五
巻
』
 
（
平
成
五
年
、
新
典
社
）
所
収
「
井
蛙
抄
」
 
 

解
題
。
 
 

（
4
）
 
『
万
葉
集
』
本
文
は
、
西
本
願
寺
本
の
影
印
『
西
本
願
寺
本
音
葉
集
』
 
（
平
成
七
 
 

年
、
お
う
ふ
う
）
 
の
訓
に
よ
り
、
私
に
漢
字
を
宛
て
た
。
 
 

（
5
）
 
『
古
今
集
』
本
文
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
第
一
巻
』
 
（
昭
和
五
八
年
、
角
川
書
 
 

店
）
 
に
よ
る
。
以
下
勅
撰
集
本
文
及
び
歌
番
号
は
同
書
に
よ
る
。
 
 

（
6
）
 
但
し
『
八
雲
御
抄
』
に
よ
れ
ば
、
同
心
病
は
「
是
同
事
の
二
句
に
あ
る
也
。
句
な
 
 

ら
ぴ
ぬ
る
は
不
レ
謂
レ
之
。
」
と
あ
り
、
こ
の
例
は
同
心
病
と
な
ら
な
い
。
 
 

（
7
）
旧
諭
拙
稿
前
掲
注
（
1
）
に
お
い
て
、
類
従
が
義
丙
と
の
み
歌
順
の
合
致
す
る
例
 
 

を
指
摘
し
た
。
そ
の
後
調
査
で
き
た
機
甲
・
桑
原
も
合
致
が
認
め
ら
れ
た
。
特
に
 
 

桑
原
は
類
従
が
諸
本
と
歌
順
の
異
な
る
三
箇
所
す
べ
て
に
お
い
て
合
致
す
る
。
 
 

（
8
）
 
為
家
の
評
詞
の
位
置
が
諸
本
で
異
な
る
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
大
取
二
馬
氏
「
宗
 
 

尊
親
王
『
文
応
三
百
首
』
 
の
為
家
評
詞
に
つ
い
て
（
そ
の
こ
」
 
（
『
龍
谷
大
挙
 
 

論
集
』
四
三
七
号
、
平
成
三
年
三
月
、
龍
谷
草
食
）
 
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
大
 
 

取
氏
は
為
家
の
評
詞
を
分
析
さ
れ
、
「
音
羽
山
」
歌
に
評
詞
が
付
さ
れ
た
と
仮
定
 
 

し
て
、
「
古
歌
を
ふ
ま
え
て
新
し
く
詠
ま
れ
た
歌
が
結
果
と
し
て
す
そ
れ
た
歌
に
 
 

な
っ
て
お
れ
ば
あ
え
て
形
式
に
捕
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
 
 

「
基
豪
も
、
後
の
頓
阿
も
そ
う
い
っ
た
為
家
の
思
い
 
（
本
歌
を
敢
え
て
指
摘
し
な
 
 

い
こ
と
ー
稿
者
注
）
ま
で
は
理
解
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
お
 
 

ら
れ
る
。
大
取
氏
は
そ
の
立
論
の
性
質
上
、
と
ち
ら
の
位
置
が
正
し
い
の
か
は
青
 
 

及
し
て
お
ら
れ
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
推
論
は
、
本
稿
の
帰
結
と
矛
盾
し
な
い
。
 
 

（
9
）
注
（
1
）
拙
稿
第
二
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 

（
さ
と
う
 
と
も
ひ
ろ
 
昭
和
学
院
短
期
大
学
 
専
任
講
師
）
 
 

《
 
正
 
誤
 
表
 
》
 
 
 

本
誌
前
号
（
第
五
菜
）
、
佐
藤
智
広
氏
の
御
論
文
に
お
い
て
、
編
集
部
の
責
任
の
 
 

下
に
版
下
を
作
成
し
た
箇
所
に
誤
植
を
犯
し
た
。
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
論
文
執
筆
 
 

者
及
び
読
者
諸
賢
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。
 
 
 

二
五
頁
上
段
〓
一
行
目
 
 
〔
誤
〕
御
詠
 
 
〔
正
〕
御
歌
 
 
 

二
九
貞
上
段
 
八
行
目
 
 
〔
誤
〕
早
大
 
 
〔
正
〕
早
大
（
執
筆
者
略
号
）
 
 
 




